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は
じ
め
に

本
号
で
紹
介
す
る
の
は
、
前
号
に
引
き
続
き
田
中
光
顕
宛
山
県
有
朋
書
翰
（
巻
之

一
四
〜
巻
之
二
十
、
二
六
通
、
未
完
）
で
あ
る
。

今
回
紹
介
す
る
書
翰
に
は
、
山
県
の
和
歌
、
漢
詩
の
作
品
を
田
中
に
送
っ
た
も
の

が
目
を
引
く
。
八
七
番
書
翰
（
明
治
四
二
年
一
月
一
三
日
付
）、
九
○
番
書
翰
（
年

月
日
不
明
）、
一
○
三
番
書
翰
（
年
代
不
明
一
○
月
九
日
付
）、
一
○
四
番
書
翰
（
年

代
不
明
五
月
二
六
日
付
）
参
照
。
す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
山
県
等
は
和
歌
、
漢
詩

を
嗜
み
、
時
折
自
作
を
持
ち
寄
っ
て
批
評
し
合
う
会
合
を
催
し
て
い
た
。

井
上
馨
の
伝
記
に
よ
れ
ば
、「
長
州
の
三
尊
」（
後
述
）
の
中
で
、
伊
藤
博
文
は
漢

詩
に
、
山
県
は
和
歌
に
、
井
上
は
漢
文
に
そ
れ
ぞ
れ
秀
で
て
い
た
と
い
う
（
井
上
馨

侯
伝
記
編
纂
会
『
世
外
井
上
公
伝
』
第
五
巻
、
明
治
百
年
史
叢
書
第
五
九
巻
、
原
書

房
、
一
九
八
六
年
、
五
三
八
―
五
三
九
頁
、
但
し
、
井
上
の
力
量
を
明
ら
か
に
す
る

ほ
ど
の
作
品
が
残
さ
れ
て
い
な
い
と
も
記
さ
れ
て
い
る
）。
山
県
の
伝
記
に
は
、
山

県
に
と
っ
て
和
歌
は
「
政
治
家
と
し
て
の
余
技
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、「
独
壇
場
」

で
も
あ
り
、
伊
藤
に
お
け
る
漢
詩
の
よ
う
に
、「
人
格
を
向
上
せ
し
め
た
」
と
記
さ

れ
て
い
る
（
徳
富
蘇
峰
編
・
述
『
公
爵
山
県
有
朋
伝
』
下
巻
、
明
治
百
年
史
叢
書
第

八
四
巻
、
一
一
五
七
頁
）。
な
お
、
伊
藤
の
伝
記
、
金
子
堅
太
郎
代
表
・
春
畝
公
追

頌
会
『
伊
藤
博
文
伝
』
全
三
巻
（
統
正
社
、
一
九
四
○
年
）
は
、
伊
藤
の
趣
味
に
つ

い
て
何
も
記
し
て
い
な
い
。

岡
義
武
氏
に
よ
れ
ば
、
山
県
は
和
歌
に
長
じ
た
父
親
の
感
化
を
受
け
て
幼
い
と
き

か
ら
歌
道
に
親
し
ん
で
い
た
と
い
う
（
岡
義
武
『
山
県
有
朋
』
岩
波
書
店
、
一
九
五

八
年
、
四
頁
。
以
下
、
山
県
に
関
す
る
記
述
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
同
書
に
依
る
）。

文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
五
月
、
英
国
軍
艦
が
下
関
海
峡
付
近
を
測
量
し
た
こ
と
に

憤
慨
し
て
二
十
代
前
半
の
山
県
が
詠
じ
た
長
歌
は
、「
豊
あ
し
原
の
八
束
穂
の
瑞
穂

の
国
は
、
千
五
百
秋
長
五
百
秋
と
皇
祖
の
神
の
よ
さ
せ
る
国
」
と
日
本
を
讃
え
、
一

方
、
英
国
と
い
う
「
し
こ
の
え
み
し
ら
」
を
「
和
田
つ
み
の
そ
こ
の
藻
く
づ
と
な
し

て
や
ま
む
」
と
の
気
概
を
示
し
た
古
風
な
出
来
栄
え
と
な
っ
て
い
る
。

幕
末
、
第
二
次
幕
長
戦
争
の
際
に
、
小
倉
口
で
の
戦
い
に
奇
兵
隊
を
率
い
て
勝
利

し
た
山
県
の
陣
中
で
の
和
歌
に
「
黒
け
ぶ
り
た
て
ゝ
戦
ふ
つ
ゝ
の
音
の
ひ
ゞ
き
に
も

ま
た
ち
る
も
み
ぢ
か
な
」
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
彼
の
秀
歌
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

二
七

田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
五
）
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幕
末
に
山
県
が
認
め
た
こ
の
よ
う
な
和
歌
は
、『
葉
桜
日
記
』（
一
八
九
二
年
）、『
越

の
山
風
』（
一
九
三
九
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
慶
応
三
（
一
八
六
七
）

年
五
月
に
情
勢
探
索
の
藩
命
を
帯
び
て
京
都
に
潜
伏
し
た
際
の
歌
日
記
で
あ
り
、
後

者
は
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
閏
四
月
以
降
、
北
陸
、
東
北
両
地
方
を
転
戦
し
た
際

の
陣
中
生
活
を
和
歌
と
共
に
記
し
た
著
作
で
あ
る
。
山
県
の
作
風
は
、
西
行
、
香
川

桂
樹
ら
を
模
範
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
前
掲
『
公
爵
山
県
有
朋
伝
』
下
巻
、

一
一
五
七
―
一
一
五
八
頁
）。

含
雪
と
い
う
号
も
、
こ
う
し
た
感
受
性
が
生
ん
だ
も
の
と
見
て
良
い
。
こ
の
号
は
、

山
県
が
椿
山
荘
に
転
居
す
る
前
、
麹
町
富
士
見
町
の
自
邸
か
ら
遠
く
富
士
山
を
眺
望

し
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

岡
氏
は
、
山
県
の
詩
人
と
し
て
の
こ
う
し
た
感
受
性
は
、
彼
が
細
か
い
神
経
の
持

ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
と
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
す
で
に
本
紀
要

第
五
四
号
に
お
い
て
言
及
し
た
様
に
、
山
県
の
漢
詩
、
和
歌
の
製
作
に
お
け
る
力
量

と
、
そ
れ
ら
に
表
現
さ
れ
た
情
感
や
感
受
性
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
明
治
期
に
お
け

る
象
徴
的
な
政
治
指
導
者
の
一
人
に
つ
い
て
、
い
わ
ば
そ
の
原
形
質
を
探
る
こ
と
で

も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

確
か
に
、
和
歌
や
漢
詩
に
お
け
る
山
県
の
繊
細
な
感
受
性
は
、
彼
の
政
治
経
歴
に

お
け
る
慎
重
且
つ
神
経
質
な
性
格
と
一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
。
山
県
は
、
人
に
接
す

る
に
寡
黙
、
態
度
に
お
い
て
謹
厳
で
あ
り
、
容
易
に
打
ち
解
け
よ
う
と
し
な
か
っ
た

と
い
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
寡
黙
さ
は
、
一
面
、
作
為
的
で
も
あ
り
、
聞
き
上
手
を

自
ら
演
じ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。
と
は
い
う
も
の
の
、
い
っ
た
ん
相
手
を
信

用
す
る
と
驚
く
よ
う
な
機
密
事
項
も
漏
ら
し
た
。こ
う
し
た
山
県
の
態
度
に
つ
い
て
、

岡
氏
は
、
結
局
に
お
い
て
相
手
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
た
と
共
に
、
反
面
、

相
手
の
利
用
価
値
を
見
極
め
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。そ
し
て
、

そ
う
し
た
態
度
は
、
山
県
の
執
拗
且
つ
強
靱
な
権
力
意
志
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
そ

の
権
力
意
志
が
「
派
閥
の
巨
大
な
網
状
組
織
」
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
と
い
う
。

山
県
の
権
力
意
志
を
示
す
一
例
と
し
て
、
明
治
四
一
年
七
月
、
第
一
次
西
園
寺
公
望

内
閣
が
総
辞
職
す
る
際
に
、
山
県
は
西
園
寺
首
相
に
対
し
、
人
は
権
力
か
ら
離
れ
て

は
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
自
分
も
権
力
維
持
に
力
を
尽
く
し
て
い
る
と
語
っ
た
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
山
県
の
性
格
と
好
対
照
を
な
し
て
い
る
の
が
伊
藤
博
文
で
あ
る
。
伊
藤

は
、
自
分
の
能
力
と
手
腕
に
満
々
た
る
自
信
を
持
ち
、
そ
れ
を
誇
り
、
表
に
出
し
た
。

伊
藤
の
目
に
は
、
し
ば
し
ば
他
人
は
愚
か
し
く
見
え
た
。
伊
藤
も
人
材
の
抜
擢
を
試

み
た
が
、
多
く
の
場
合
、
そ
れ
は
当
面
の
必
要
を
満
た
す
た
め
で
あ
り
、
そ
の
あ
と

は
そ
れ
ら
の
人
々
を
顧
み
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
伊
藤
は
往
々
情
に
薄
い

と
評
さ
れ
、
山
県
の
よ
う
な
大
き
な
派
閥
的
結
合
を
生
ま
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
興
味
深
い
比
較
で
あ
る
。
そ
の
様
な
意
味
で
、「
長
州
の
三
尊
」
の
一
人
山
県

は
唯
我
独
尊
の
人
物
で
は
な
か
っ
た
。

さ
て
、
山
県
は
和
歌
の
指
導
を
、
時
代
順
に
、
近
藤
芳
樹
、
佐
佐
木
古
信
、
小
出

粲
（
号
、
梔
園
）、
井
上
通
泰
ら
か
ら
受
け
た
。
こ
の
う
ち
、
小
出
、
井
上
の
両
人

は
、
江
戸
時
代
の
歌
人
香
川
桂
樹
を
祖
と
す
る
桂
園
派
に
属
す
歌
人
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
井
上
は
桂
園
派
を
越
え
た
と
い
う
自
負
を
有
し
て
い
た
と
い
う
（
兼
清
正
徳

『
松
浦
辰
男
の
生
涯
』
作
品
社
、
一
九
九
四
年
。
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
記

述
は
同
書
に
依
る
）。
し
た
が
っ
て
、
山
県
も
桂
園
派
に
属
す
素
人
歌
人
の
一
人
と

い
え
よ
う
。

小
出
、
井
上
の
両
人
は
、
山
県
の
後
援
を
得
て
、
明
治
三
九
年
、
佐
佐
木
信
綱
、

文
学
部
紀
要
　
第
五
十
六
号

二
八
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大
口
鯛
二
、
森
鴎
外
、
賀
古
鶴
所
等
と
共
に
、
歌
道
研
究
の
た
め
に
常
磐
会
と
い
う

組
織
を
発
足
さ
せ
た
。
同
会
は
、
毎
月
一
回
選
者
が
三
つ
の
歌
題
を
出
し
、
門
人
か

ら
作
品
が
集
ま
る
と
、
選
者
一
人
に
付
き
三
○
首
ず
つ
持
ち
寄
り
、
作
者
名
を
秘
し

た
ま
ま
選
者
に
二
○
首
を
選
ば
せ
、
忌
憚
な
く
批
評
し
、
四
人
の
選
者
の
う
ち
三
人

が
賛
成
し
た
作
品
を
入
選
と
す
る
と
い
う
例
会
を
始
め
た
。
こ
の
常
磐
会
の
会
合
が

椿
山
荘
や
古
稀
庵
で
行
わ
れ
た
と
い
う
（
前
掲
『
公
爵
山
県
有
朋
伝
』
下
巻
、
一
一

六
三
頁
）。

小
出
粲
は
、
高
崎
正
風
と
親
し
く
し
、
明
治
二
五
年
宮
内
省
御
歌
所
寄
人
に
任
じ

ら
れ
た
。
ま
た
、
梔
園
社
を
主
催
し
て
門
人
を
育
成
し
た
。
井
上
通
泰
は
、
民
俗
学

者
柳
田
国
男
の
実
兄
で
あ
る
。明
治
二
三
年
に
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
し
、

医
業
に
就
い
た
が
、
桂
園
派
の
歌
人
と
し
て
大
き
な
業
績
を
残
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
桂
園
派
は
、
明
治
後
期
に
正
岡
子
規
や
与
謝
野
鉄
幹
か
ら
旧
派
と
し
て
手
厳
し
い

批
判
を
受
け
て
い
る
。
井
上
は
、
明
治
三
九
年
八
月
に
宮
内
省
御
歌
所
寄
人
に
任
じ

ら
れ
た
が
、
こ
の
人
事
に
は
常
磐
会
で
親
交
の
あ
っ
た
山
県
の
後
押
し
が
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
一
○
四
番
書
翰
に
記
述
さ
れ
て
い
る
高
崎
所
長
と
は
、
明
治
二
一
年
六
月

以
来
、
明
治
四
五
年
に
死
去
す
る
ま
で
の
間
御
歌
所
長
を
務
め
た
桂
園
派
の
歌
人
高

崎
正
風
で
あ
る
。
但
し
、
山
県
は
高
崎
の
歌
風
に
な
じ
ん
で
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

井
上
通
泰
は
、
後
年
、
山
県
の
歌
風
を
回
想
し
て
、「
身
分
の
あ
る
歌
人
で
も
つ

て
、
あ
れ
だ
け
よ
め
る
人
は
居
な
い
」
と
評
し
、
江
戸
時
代
の
老
中
松
平
定
信
の
力

量
に
比
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
叙
景
に
巧
み
で
あ
り
、
年
齢
を
経
る
に
従
っ
て
新
し

く
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
山
県
は
和
歌
を
「
国
民
思
想
の
淵
源
」
と
し
て
見
て

い
た
よ
う
だ
と
回
想
し
て
い
る
（
入
江
貫
一
『
山
県
公
の
お
も
か
げ
附
追
憶
百
話
』

偕
行
社
編
纂
部
、
一
九
二
二
年
、
二
四
三
―
二
五
四
頁
）。

こ
の
他
、
主
な
書
翰
を
時
代
順
に
取
り
上
げ
て
お
こ
う
。

九
六
番
書
翰
（
明
治
二
七
年
一
二
月
一
三
日
付
。
こ
の
書
翰
は
、
前
掲
『
公
爵
山

県
有
朋
伝
』
下
巻
、
一
八
八
―
一
八
九
頁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
）
は
、
日
清
戦
争
に

お
い
て
天
皇
か
ら
直
々
に
帰
国
命
令
を
受
け
取
っ
た
辛
い
気
持
ち
を
伝
え
た
も
の
で

あ
る
。
山
県
に
お
け
る
日
清
戦
争
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本
紀
要
第
五
五
号
に
詳
述

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
や
む
な
く
帰
国
す
る
こ
と
と
な
っ
た
山
県
は
、「
馬
革
」
に

自
ら
の
遺
体
を
「
裹
」
む
覚
悟
で
出
征
し
て
い
た
か
ら
、「
優
渥
な
る
叡
慮
ま
た
奈

何
と
も
難
致
」
く
、「
終
生
之
遺
憾
」「
進
退
維
谷
」
と
の
感
情
に
襲
わ
れ
、「
別
に

臨
み
て
、
陣
頭
、
涙
、
衣
に
満
つ
」
こ
と
と
な
っ
た
。
生
涯
「
一
介
の
武
弁
」
を
自

称
し
た
山
県
に
と
っ
て
、
何
と
も
や
る
せ
な
い
事
態
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
反
面
、
軍

人
と
し
て
、
こ
う
し
た
辛
酸
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
む
し
ろ
「
一
介
の
武
弁
」
を
謙

虚
に
自
称
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
も
見
ら
れ
る
。

八
○
番
書
翰
（
明
治
三
一
年
六
月
二
七
日
付
。
こ
の
書
翰
は
、
前
掲
『
公
爵
山
県

有
朋
伝
』
下
巻
、
三
二
三
頁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
）
は
、
第
一
次
大
隈
重
信
内
閣

（
い
わ
ゆ
る
隈
板
内
閣
）
の
成
立
に
際
し
て
、
陸
海
両
軍
部
大
臣
の
人
事
に
つ
い
て

自
ら
考
え
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
内
閣
は
衆
議
院
に
お
い
て
圧
倒
的
多
数
を

占
め
る
憲
政
党
を
与
党
と
し
、
日
本
の
憲
政
史
上
、
初
の
政
党
内
閣
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、あ
ら
ゆ
る
政
党
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
原
理
主
義
的
な
超
然
主
義
を
標
榜
し
、

や
む
な
く
政
党
の
存
在
を
認
め
る
場
合
で
も
三
党
鼎
立
論
と
し
て
政
党
間
の
牽
制
作

用
を
期
待
す
る
山
県
に
と
っ
て
、「
遂
に
明
治
政
府
は
落
城
」
し
、
自
ら
は
「
引
退

之
外
無
之
」「
敗
軍
の
老
将
」
と
映
っ
た
の
で
あ
る
（
前
掲
『
公
爵
山
県
有
朋
伝
』

田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
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下
巻
、
三
一
九
頁
）。
も
ち
ろ
ん
、
山
県
の
政
治
的
気
力
が
こ
こ
で
衰
え
る
こ
と
は

な
く
、
陸
海
両
軍
部
大
臣
の
人
事
に
つ
い
て
は
天
皇
自
ら
こ
れ
を
行
う
様
出
来
な
い

か
と
画
策
し
て
、
隈
板
内
閣
を
牽
制
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
局
、
桂
太
郎
陸
軍
大

臣
と
西
郷
従
道
海
軍
大
臣
は
留
任
と
す
る
詔
勅
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

う
け
て
桂
は
親
任
式
前
に
、
徳
大
寺
実
則
内
大
臣
お
よ
び
岩
倉
具
定
侍
従
幹
事
立
ち

会
い
の
下
で
、
大
隈
首
相
兼
外
相
、
板
垣
退
助
内
相
の
両
人
と
会
見
し
た
。
席
上
、

桂
は
や
み
く
も
な
軍
備
縮
小
方
針
を
取
ら
な
い
と
す
る
大
隈
の
言
質
を
取
っ
て
留
任

を
承
諾
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
桂
の
動
き
が
、
前
述
の
山
県
の
工
作
を
背
景
と
す
る

と
解
釈
す
る
こ
と
に
は
妥
当
性
が
あ
ろ
う
。

八
五
番
書
翰
（
大
正
四
年
九
月
三
日
付
）
は
、
元
老
井
上
馨
の
死
を
伝
え
た
も
の

で
あ
る
。「
世
外
」
は
、
井
上
馨
の
号
で
あ
る
。
井
上
の
臨
終
に
居
合
わ
せ
る
こ
と

は
出
来
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
山
県
は
「
英
傑
」
を
失
っ
た
と
故
人
を
追
悼
し
て
い

る
。井

上
は
、
俗
に
い
う
「
長
州
の
三
尊
」（
長
州
閥
の
一
人
で
あ
る
品
川
弥
二
郎
が

最
初
に
言
い
出
し
た
と
い
わ
れ
る
）
の
一
人
と
さ
れ
、
木
戸
孝
允
の
亡
き
あ
と
、
長

州
閥
を
リ
ー
ド
し
た
伊
藤
博
文
、
山
県
有
朋
と
共
に
最
も
有
力
な
政
治
指
導
者
の
一

人
に
数
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
怒
声
の
大
き
さ
か
ら
「
電
光
伯
」「
雷
鳴
伯
」「
ミ
ス

タ
ー
・
サ
ン
ダ
ー
（
Ｍ
ｒ・
Ｔ
ｈ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
）」
な
ど
と
綽
名
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
、

「
三
猿
居
士
」
と
も
称
さ
れ
、「
見
ざ
る
、
聞
か
ざ
る
、
言
わ
ざ
る
」
の
三
猿
主
義
を

標
榜
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
佐
々
木
隆
「
明
治
政
治
家
綽
名
つ
く
し
」、
同

編
著
『
日
本
史
史
話
三
近
代
・
現
代
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）。
世
外
と
い

う
号
は
、
そ
う
し
た
気
質
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
、
長
州
藩
の
下
級
士
族
の
家
に
生
ま
れ
た
井
上
は
、
幕

末
に
長
州
藩
の
尊
王
攘
夷
派
の
志
士
の
一
人
と
し
て
名
を
挙
げ
、
外
国
公
使
館
の
襲

撃
に
参
加
し
た
り
し
た
。
そ
の
後
、
藩
主
の
許
可
を
得
て
伊
藤
ら
と
共
に
ロ
ン
ド
ン

に
渡
航
、
短
い
滞
在
期
間
を
経
て
帰
国
し
た
の
ち
は
、
開
国
派
に
転
じ
、
俗
論
党
か

ら
命
を
ね
ら
わ
れ
、
九
死
に
一
生
を
得
る
経
験
を
し
て
い
る
。
幕
末
の
政
争
を
長
州

藩
主
流
派
の
一
人
と
し
て
く
ぐ
り
抜
け
、
維
新
後
は
新
政
府
の
財
政
に
力
を
尽
く
し

た
。
岩
倉
使
節
団
の
欧
米
訪
問
中
、
い
わ
ゆ
る
留
主
政
府
に
お
い
て
緊
縮
財
政
を
提

唱
し
、新
制
度
確
立
を
め
ざ
し
予
算
拡
大
を
要
求
す
る
司
法
卿
江
藤
新
平
等
と
対
立
、

同
調
す
る
渋
沢
栄
一
と
共
に
大
蔵
省
を
連
袂
辞
職
し
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
後
、
明
治
九
年
に
は
黒
田
清
隆
と
共
に
日
朝
修
好
条
規
の
締
結
に
あ
た
っ

た
。
明
治
十
年
代
、
伊
藤
と
共
に
不
平
等
条
約
の
改
正
交
渉
を
担
当
し
、
初
代
伊
藤

博
文
内
閣
の
外
務
大
臣
と
し
て
い
わ
ゆ
る
欧
化
政
策
、
鹿
鳴
館
外
交
を
主
導
し
た
。

し
か
し
、
国
内
の
批
判
を
浴
び
、
明
治
二
○
年
に
外
相
の
職
を
辞
し
た
。
そ
の
後
も
、

閣
僚
を
歴
任
し
た
が
、
第
四
議
会
で
は
馬
車
事
故
で
負
傷
し
た
伊
藤
首
相
に
代
わ
っ

て
臨
時
代
理
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
。
日
清
戦
後
の
第
三
次
伊
藤
内
閣
で
の
蔵
相
を

最
後
に
、
そ
れ
以
後
内
閣
に
列
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
組
閣
の
大
命
を
受
け
た
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
拝
辞
し
て
い
る
（
鳥
海
靖
・
高
村
直
助
他
編
『
日
本
近
現
代
人
名

辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
一
年
、
井
上
馨
の
項
、
大
江
志
乃
夫
稿
）。

死
去
の
前
年
、
大
正
三
年
九
月
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
こ
れ
を
大

正
新
時
代
の
天
佑
と
称
し
た
こ
と
は
名
高
い
。
そ
の
こ
と
ば
の
真
意
は
、
日
本
の
国

運
の
発
展
を
期
し
、
国
論
統
一
、
対
英
仏
露
三
ヵ
国
と
の
関
係
強
化
、
さ
ら
に
東
洋

に
お
け
る
日
本
の
利
権
確
立
を
図
る
こ
と
に
あ
っ
た
（
前
掲
『
世
外
井
上
公
伝
』
第

五
巻
、
三
六
七
―
三
六
九
頁
）。

政
治
経
歴
全
体
を
通
じ
て
、
井
上
は
、
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
生
ま
れ
の
山
県

文
学
部
紀
要
　
第
五
十
六
号
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と
同
一
二
（
一
八
四
一
）
年
生
ま
れ
の
伊
藤
と
い
う
年
下
の
両
人
の
間
を
周
旋
し
、

仲
介
す
る
役
割
を
演
じ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
一
般
に
、
伊
藤
と
政
治
的
歩
調
を

共
に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
な
お
、
こ
の
間
、
三
井
、
藤
田
組
（
山
県
の
邸
宅
椿

山
荘
と
藤
田
観
光
株
式
会
社
と
の
関
係
は
本
紀
要
第
五
三
号
に
記
し
た
通
り
で
あ

る
）
の
顧
問
を
務
め
る
な
ど
、
井
上
は
実
業
界
に
も
大
き
な
影
響
力
を
有
し
た
。

井
上
は
、
す
で
に
明
治
四
一
年
に
腎
臓
炎
か
ら
尿
毒
症
を
発
し
倒
れ
た
こ
と
が
あ

り
、
そ
れ
以
来
、
健
康
に
注
意
し
て
暮
ら
す
日
々
が
続
い
て
い
た
。
大
正
四
年
九
月

一
日
、
興
津
の
別
荘
で
、
井
上
は
尿
毒
性
急
性
心
臓
麻
痺
を
起
こ
し
て
危
篤
状
態
と

な
り
、
死
去
し
た
。
そ
の
日
、
小
田
原
か
ら
駆
け
つ
け
た
山
県
は
、
次
の
よ
う
な
和

歌
を
霊
前
に
手
向
け
た
と
い
う
（
前
掲
『
世
外
井
上
公
伝
』
第
五
巻
、
四
三
九
頁
）。

語
ら
ん
と
訪
ひ
し
を
君
は
先
立
だ
ち
て
残
る
老
が
身
た
の
み
な
き
世
や

山
県
は
、
明
治
四
二
年
一
○
月
、「
長
州
の
三
尊
」
の
一
人
で
あ
る
伊
藤
博
文
が

朝
鮮
独
立
運
動
家
の
安
重
根
の
銃
弾
に
斃
れ
た
際
に
、「
か
た
り
あ
ひ
て
尽
し
ゝ
人

は
先
だ
ち
ぬ
今
よ
り
後
の
世
を
い
か
に
せ
む
」
と
歌
っ
て
嘆
く
と
共
に
、「
死
所
」

を
得
た
伊
藤
を
羨
ん
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
井
上
の
死
を
迎
え
て
、
つ
い
に
、

「
長
州
の
三
尊
」
は
、
山
県
の
み
が
残
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま

で
三
者
間
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
確
執
も
あ
っ
た
が
、
井
上
の
死
に
対
す
る
山
県

の
悲
嘆
は
、
常
に
本
音
を
明
か
す
田
中
に
対
す
る
書
翰
を
見
る
限
り
、
い
わ
ゆ
る
外

交
辞
令
で
は
な
い
。

井
上
の
葬
儀
は
、
九
月
七
日
、
日
比
谷
公
園
の
特
設
斎
場
で
執
り
行
わ
れ
、
墓
は

長
谷
寺
（
現
、
東
京
都
港
区
西
麻
布
）
に
置
か
れ
た
。
井
上
の
生
涯
を
伝
え
る
墓
誌

銘
は
中
原
邦
平
と
高
島
張
輔
の
撰
に
な
る
漢
文
で
記
さ
れ
た
。
法
名
は
「
世
外
院
殿

無
聊
超
然
大
居
士
」
と
い
い
、
井
上
の
生
き
様
を
表
す
法
名
と
な
っ
た
。

現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
に
は
井
上
の
元
に
残
さ
れ
た
夥
し
い
数
の

史
料
群
（
井
上
宛
伊
藤
書
翰
を
含
む
）
が
「
井
上
馨
関
係
文
書
」
と
し
て
保
管
さ
れ

て
お
り
（
未
刊
行
）、
日
本
近
代
史
研
究
に
供
さ
れ
て
い
る
。

九
一
番
書
翰
（
大
正
七
年
八
月
二
三
日
付
）
は
、
大
正
六
年
一
一
月
東
京
の
麹
町

に
落
成
し
た
新
椿
山
荘
へ
の
転
居
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
山
県
の
邸
宅
椿
山
荘

に
つ
い
て
は
す
で
に
触
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
山
県
の
別
宅
に
つ
い
て
、
ま
と
め

て
お
こ
う
。

書
翰
末
尾
に
山
県
の
所
在
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
山
県
は
、
同
時
代

の
他
の
有
力
者
と
同
様
に
、
各
所
に
別
宅
を
有
し
て
い
た
。
大
磯
に
小
淘
庵
（
明
治

二
○
年
）、
京
都
の
二
条
橋
畔
に
無
隣
庵
（
明
治
二
四
年
。
の
ち
日
清
戦
争
中
に
南

禅
寺
付
近
に
土
地
を
改
め
、
新
た
な
無
隣
庵
が
明
治
二
九
年
に
落
成
し
た
）、
東
京

の
小
石
川
に
新
々
亭
（
明
治
三
五
年
、
の
ち
三
井
家
に
譲
渡
）、
小
田
原
に
古
稀
庵

（
明
治
四
○
年
）
と
皆
春
荘
（
大
正
二
年
。
山
県
没
後
は
、
後
妻
吉
田
貞
子
の
別
宅

と
な
っ
た
）、
そ
し
て
新
椿
山
荘
で
あ
る

書
翰
に
よ
れ
ば
、
山
県
の
誕
生
日
の
祝
宴
は
そ
れ
ま
で
賑
や
か
に
行
わ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
が
、
新
椿
山
荘
で
は
そ
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。
書
翰
に
記
さ
れ

た
和
歌
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
山
県
も
余
命
を
意
識
し
て
い
る
。
こ
の
新
椿
山
荘
の
由

来
を
記
し
た
「
新
椿
山
荘
之
記
」
を
漢
文
で
記
し
た
の
は
高
島
張
輔
で
あ
る
（
以
上
、

前
掲
『
公
爵
山
県
有
朋
伝
』
下
巻
、
一
一
○
六
―
一
一
五
六
頁
）。

実
は
、
こ
れ
ら
の
邸
宅
、
別
宅
は
山
県
有
朋
に
関
係
す
る
史
料
の
年
代
推
定
に
も

役
立
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
本
史
料
の
凡
例
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て

お
く
。
ま
た
、
本
史
料
の
編
纂
、
校
訂
の
作
業
に
あ
た
っ
た
の
は
安
岡
を
中
心
と
す

田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
五
）
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る
田
中
光
顕
関
係
文
書
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
そ
の
氏
名
一
覧
は
本
紀
要
第

五
二
号
に
列
記
し
た
が
、
こ
こ
に
改
め
て
紹
介
す
る
（
安
岡
昭
男
以
下
は
ア
イ
ウ
エ

オ
順
）。安

岡
昭
男
、
秋
山
り
か
、
有
山
慎
也
、
飯
田
直
輝
、
出
岡
学
、
井
上
敦
、
岩

壁
義
光
、
上
田
浄
、
柏
木
一
朗
、
狩
野
雄
一
、
川
畑
恵
、
河
原
円
、
小
坂
肇
、

斎
藤
智
志
、
斎
藤
理
津
子
、
白
柳
弘
幸
、
鈴
木
隆
春
、
鈴
木
宏
宗
、
須
永
真

紀
、
高
沢
努
、
筑
後
則
、
土
井
康
弘
、
冨
塚
一
彦
、
長
井
純
市
、
中
川
洋
、

中
島
英
人
（
故
人
）、
野
崎
雅
秀
、
森
口
準
、
山
下
大
輔
、
吉
水
暁
、
渡
辺
穣
。

な
お
、
今
回
掲
載
し
た
史
料
の
正
確
性
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
最
終

的
に
目
を
通
し
た
長
井
が
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

山
県
有
朋
書
翰
（
そ
の
五
）

「
含
雪
公
手
簡
巻
之
十
四
宮
内
大
臣
時
代
」

以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰

山
79

明
治
（

）
年
６
月
１
日

昨
夜
は
深
更
に
及
ひ
候
。
御
疲
労
さ
こ
そ
と
不
堪
想
察
候
。

扨
、
只
今
蔵
相
え
之
貴
翰
拝
読
。
実
に
意
外
之
御
沙
汰
当
惑
至
極
に
候
。
昨

夜
も
御
懇
談
に
及
候
様
、
若
此
等
之
事
情
を
以
一
面
之
進
行
を
止
候
て
は
、
日

一
日
と
遷
延
如
何
と
も
難
致
事
情
を
喚
起
し
、
遂
に
は
破
裂
に
立
到
り
可
申
と

も
深
く
痛
心
罷
在
候
。
急
速
進
行
之
方
針
御
下
命
相
成
候
様
御
尽
力
所
願
候
。

草
急
如
此
。
頓
首

六
月
一
日

有
朋
　

田
中
宮
相
閣
下

﹇
封
筒
﹈
表
、
宮
相
閣
下
、
内
展
。
裏
、
緘
。

山
80

明
治
（
31
）
年
６
月
27
日

昨
夜
は
参
堂
御
妨
仕
候
。

扨
、
其
節
御
話
し
に
及
候
様
陸
海
軍
大
臣
辞
表
は
、
如
思
食
不
被
聞
届
御
沙

汰
と
申
事
に
候
へ
者
、
内
閣
組
織
之
事
、
両
伯
へ
御
下
命
之
節
、
陸
海
両
大
臣

儀
は
御
親
裁
被
為
遊
候
に
付
、
取
除
組
織
可
致
と
の
御
沙
汰
無
之
而
は
不
相
成

事
と
存
候
。
此
辺
為
念
態
と
申
進
候
。
早
々
不
尽

六
月
廿
七
日
朝
六
時

有
朋
　

田
中
老
閣
坐
下

﹇
封
筒
﹈
表
、
青
山
老
兄
、
密
啓
。
裏
、
緘
。

山
81

明
治
（

）
年
８
月
18
日

先
日
は
御
来
光
を
忝
し
深
謝
之
至
に
候
。
其
砌
、
相
願
置
候
鉄
柵
之
事
は
、

其
後
い
か
な
る
事
情
に
立
到
り
居
候
哉
。
若
先
方
に
必
用
之
も
の
に
候
得
者
、

勿
論
強
而
相
望
み
候
訳
に
は
無
之
故
、
其
節
申
上
試
候
程
度
に
於
て
、
情
況
相

分
り
居
候
は
ゝ
、
電
話
に
て
御
一
報
可
被
下
候
。
猶
、
京
都
出
張
所
え
も
、
何

と
歟
不
申
遣
候
て
は
不
都
合
に
相
成
申
間
布
や
旁
申
試
候
。
草
々
頓
首

八
月
十
八
日

文
学
部
紀
要
　
第
五
十
六
号

三
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椿
山
荘
主
朋
　

青
山
老
閣
坐
下

猶
、
老
生
も
追
々
快
方
に
立
到
り
一
両
日
中
外
出
可
致
覚
悟
に
候
。
御
懸
念
被

下
間
敷
候
。
草
々
乱
毫
高
恕
。

﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
宮
相
閣
下
、
袖
展
。
裏
、
緘
、
有
朋
。

山
82

明
治
（

）
年
９
月
22
日

粛
啓
　
然
は
四
大
将
親
任
一
件
御
心
配
之
末
、
只
今
御
記
名
御
下
付
相
成
候
間
、

直
に
内
閣
へ
送
附
候
。
横
須
賀
行
幸
之
義
は
今
朝
も
相
伺
候
得
共
、
流
行
病

云
々
天
象
未
定
云
々
を
以
而
、
未
た
不
被
仰
出
候
。
右
御
心
得
迄
に
一
寸
申
入

置
候
。
匆
々
敬
具

九
月
廿
二
日

具
定
　

田
中
宮
内
大
臣
殿

敬
読
。
不
相
変
御
多
忙
不
堪
想
察
候
。

扨
、
四
将
軍
昇
等
之
事
相
運
ひ
候
由
、
彼
是
高
配
を
煩
し
多
謝
。
又
都
筑
之

事
、
到
底
急
速
難
被
行
情
況
何
と
も
此
余
は
陳
情
之
途
も
尽
果
、
遺
憾
之
至
に

候
。
唯
有
志
之
者
前
途
之
方
針
如
何
。
痛
心
此
事
に
候
。
態
と
御
内
報
を
忝
し

深
謝
。
草
々
復

九
月
廿
二
日

椿
山
荘
主
頓
首
　

青
山
宮
相
閣
下

別
簡
返
璧
御
収
手
可
被
下
候
也
。

﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
宮
内
大
臣
殿
、
親
展
内
啓
。
裏
、
緘
、
有
朋
。

﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
宮
内
大
臣
殿
、
親
展
内
啓
、
急
。
裏
、
緘
、
有
朋
。

山
83

明
治
（

）
年
11
月
７
日

朝
夕
は
殊
之
外
寒
冷
相
加
候
処
、
爾
後
御
清
適
欣
然
。

扨
、
老
生
も
昨
夜
帰
京
仕
候
付
、
今
朝
得
拝
晤
度
相
願
置
候
。
然
処
、
今
日

招
魂
祭
日
に
て
陸
軍
大
臣
病
気
参
列
不
致
趣
、
只
今
伝
承
候
間
、
今
朝
九
時
参

拝
致
候
間
、
今
朝
御
約
束
仕
候
儀
は
御
見
合
被
下
度
。
孰
れ
電
話
に
て
御
見
合

時
刻
相
定
め
可
申
候
。
草
々
頓
首

十
一
月
七
日

有
朋
　

田
中
老
閣
坐
下

猶
、
若
今
朝
御
手
誘
に
も
候
へ
は
、
参
拝
為
相
済
候
て
、
貴
官
邸
に
て
拝
晤
得

候
へ
は
甚
仕
合
申
候
。
十
字
位
に
は
相
成
可
申
と
存
候
。
い
か
ゝ
や
。

﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
宮
相
閣
下
、
親
展
内
啓
。
裏
、
緘
、
有
朋
。

山
84

明
治
（
31
）
年
11
月
16
日

兵
庫
県
知
事
よ
り
外
国
人
雑
居
地
御
巡
演
之
儀
願
出
候
趣
に
付
而
は
、
早
速

御
上
奏
相
成
際
に
、
飽
迄
貫
通
可
為
致
御
精
神
之
段
、
知
事
に
於
て
も
深
く
感

佩
致
居
候
処
、
艦
隊
司
令
官
よ
り
時
刻
上
申
之
上
な
ら
て
は
不
相
運
と
の
事
に

て
、
聊
懸
念
罷
在
候
。
此
一
事
に
は
、
実
に
将
来
開
国
之
御
基
礎
、
立
と
不
立

に
関
係
不
尠
、
何
卒
十
五
分
時
間
之
御
さ
し
く
り
、
是
非
御
許
可
被
為
在
候
て

田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
五
）

三
三
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被
仰
出
候
様
、
老
生
よ
り
も
深
く
相
願
候
。
孰
れ
明
朝
拝
光
可
申
述
候
へ
と
も
、

猶
申
上
置
候
。
早
急
如
此

十
一
月
十
六
夜

有
朋
　

田
中
大
臣
閣
下

﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
宮
内
大
臣
殿
、
親
展
内
啓
急
。
裏
、
緘
、
有
朋
。

「
含
雪
公
手
簡
巻
之
十
五
」

以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰

山
85

大
正
（
４
）
年
９
月
３
日

先
日
は
御
来
菴
を
辱
し
久
し
ふ
り
緩
和
拝
承
。
本
懐
不
過
之
候
、
多
謝
。

扨
、
世
外
翁
病
気
之
報
を
得
、
直
に
訪
問
候
処
、
既
に
他
界
之
人
と
な
り
実

に
遺
憾
無
限
候
。
於
老
兄
も
嘸
か
し
御
驚
愕
之
事
と
察
申
候
。
老
生
は
新
秋
に

入
候
へ
は
、
面
晤
之
約
も
有
之
候
処
、
此
国
家
多
難
之
際
如
此
英
傑
を
失
ひ
、

将
来
国
家
如
何
と
憂
慮
不
能
措
候
。
只
、
後
輩
諸
子
之
猶
一
層
奮
発
を
所
祈
候
。

于
時
一
昨
朝
宮
相
に
面
会
候
に
付
、
先
日
御
内
談
有
之
候
次
第
を
陳
述
し
、

明
治
大
帝
陛
下
之
御
写
真
を
陛
下
之
御
内
覧
に
入
、
併
而
右
之
概
要
を
上
申
致

し
、
御
内
慮
を
相
窺
ひ
候
上
に
て
、
田
中
伯
よ
り
御
銅
像
製
作
之
概
要
を
認
た

る
書
面
を
添
、
直
に
宮
内
大
臣
に
被
差
出
可
然
事
と
相
談
致
し
置
候
付
、
今
後

之
状
況
は
、
宮
相
歟
又
は
老
生
よ
り
御
一
報
可
致
と
申
談
し
置
候
。
右
御
含
置

可
被
下
候
。

残
炎
猶
甚
し
く
、
御
自
重
為
邦
家
専
祈
之
至
に
候
。
草
々
頓
首

九
月
三
日

古
稀
庵
老
主
朋
再
行
　

田
中
青
山
老
兄
侍
史

猶
、
御
大
典
に
は
伯
爵
と
し
て
御
参
列
相
成
候
方
可
然
と
宮
相
談
話
申
承
候
付
、

其
儘
申
置
候
。

乱
毫
高
恕

﹇
封
筒
﹈
表
、
静
岡
県
岩
淵
別
荘
、
伯
爵
田
中
光
顕
殿
、
親
展
。
裏
、
緘
、
相

州
小
田
原
板
橋
、
山
県
朋
。

山
86
ａ
（
大
正
）（
４
）
年
９
月
13
日
付
田
中
光
顕
宛
波
多
野
敬
直
書
翰

謹
啓
　
近
来
打
絶
御
無
沙
汰
申
訳
無
之
候
。
愈
御
佳
適
御
起
居
被
成
候
御
様
子
、

不
堪
欣
賀
之
至
候
。

陳
者
、
山
県
公
へ
御
話
之
明
治
天
皇
御
銅
像
見
本
各
種
拝
見
、
内
々
供
御
覧

候
処
、
何
等
思
召
も
不
被
為
在
候
間
、
可
然
御
撰
択
可
被
成
。
猶
、
奉
建
場
所

之
儀
は
、
其
筋
へ
御
交
渉
相
成
候
様
致
度
候
。

時
下
御
自
愛
専
要
に
奉
存
候
。
敬
具

九
月
十
三
日

敬
直
　

田
中
伯
爵
閣
下

追
敬
　
本
文
見
本
四
枚
御
預
り
申
置
候
。
御
入
用
に
候
は
ゝ
、
早
速
返
上
可
致

候
。

山
86
ｂ
　
大
正
（
４
）
年
９
月
18
日

文
学
部
紀
要
　
第
五
十
六
号

三
四
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雲
箋
敬
読
、
益
御
清
勝
欣
然
。

扨
は
、
御
銅
像
奉
献
之
通
知
宮
相
よ
り
有
之
候
趣
を
以
御
報
道
を
忝
し
多
謝
。

別
紙
は
直
に
御
返
却
御
査
収
可
被
下
候
。
草
々
復

九
月
十
八
日

古
稀
庵
老
主
朋
頓
首
　

田
中
老
閣
侍
史

﹇
封
筒
﹈
表
、
静
岡
県
駿
河
国
岩
淵
別
荘
、
田
中
老
伯
閣
下
、
親
展
。
裏
、
緘
、

相
州
小
田
原
板
橋
、
山
県
朋
。

「
含
雪
公
手
簡
巻
之
十
六
宮
内
大
臣
時
代
」

以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰

山
87

明
治
（
42
）
年
１
月
13
日

鶏

壱
、
十
二
、
廿
四
、
廿
七
の
四
首
を
撰
ひ
候
。
新
年
に
関
係
の
歌
は
季
に
は
拘

は
ら
さ
る
も
の
に
や
。
点
者
之
説
如
何
。
老
生
は
除
き
た
り
。

葉
落
月
明

三
十
四
、
三
十
八
、
五
十
一
の
三
首
を
撰
に
入
候
。

三
十
一
の
歌
は
軽
妙
な
れ
共
、

し
ら
さ
り
し
庭
の
植
木
の
蜂
の
巣
の
あ
ら
は
に
み
え
て
冬
枯
に
け
り

と
読
た
る
小
出
翁
の
歌
な
り
。
暗
合
な
れ
共
可
惜
。

三
十
六
の
歌
も
亦
お
も
し
ろ
し
。
大
家
の
歌
に
類
似
し
た
る
慊マ
マ

ひ
あ
る
様
覚
ふ
。

諸
先
生
為
如
何
。

太
刀

五
十
八
、
六
十
九
、
七
十
四
の
歌
を
撰
ひ
申
候
。

古
稀
庵
主
妄
評
　

三
十
六
、
霜
や
お
く
の
歌
お
も
し
ろ
く
感
候
。
然
れ
と
も
、
中
古
以
後
近
世
大

家
の
中
に
、
甚
た
似
よ
り
候
も
の
有
之
や
に
覚
妄
評
致
し
置
た
れ
と
も
、
諸
先

生
の
記
臆マ
マ

に
感
し
な
け
れ
は
、
当
撰
の
部
に
入
置
べ
し
。

鶏

五
、
廿
二
両
首
。

葉
落
月
明

三
十
六
、
五
十
一
両
首
。

太
刀

五
十
八
、
六
十
両
首
。

或
人
の
妄
評
、
序
な
か
ら
書
加
候
。
先
刻
一
書
さ
し
出
し
申
置
候
得
と
も
、

重
而
開
陳
致
し
候
。
都
門
頗
寒
威
凛
烈
之
由
、
当
地
も
平
年
よ
り
は
一
層
森
厳

に
候
。
御
自
重
所
祈
候
。
草
々
不
悉

壱
月
十
三
夜

古
稀
庵
朋
頓
首
　

青
山
老
伯
閣
下

﹇
封
筒
﹈
表
、
東
京
市
麹
町
区
一
番
丁
官
邸
、
田
中
宮
内
大
臣
殿
、
親
展
急
啓
。

裏
、
小
田
原
古
稀
菴
、
山
県
朋
。

山
88

明
治
（

）
年
９
月
（

）
日

田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
五
）

三
五
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御
繁
多
不
堪
想
察
候
。

扨
、
内
閣
継
続
之
事
は
、
如
何
之
状
況
に
立
到
り
居
候
や
。
目
下
清
国
変
乱

に
関
し
、
一
日
も
忽
に
付
す
へ
か
ら
さ
る
形
勢
に
付
、
十
分
御
尽
瘁
被
下
、
片

時
も
速
に
内
閣
組
織
相
成
候
様
懇
願
之
至
に
不
堪
候
。
一
昨
日
来
之
概
要
御
示

し
被
下
候
へ
は
幸
甚
。
草
々
頓
首

九
月
卅
一
マ

マ

日

椿
山
荘
主
　

青
山
老
閣
坐
下

対
客
中
乱
毫
高
恕
。

﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
宮
相
閣
下
、
親
展
内
啓
。
裏
、
緘
、
有
朋
。

山
89

明
治
（

）
年
10
月
29
日

今
朝
者
御
来
光
被
下
忝
深
謝
。
先
日
来
御
談
話
可
致
含
な
か
ら
、
又
今
朝
も

失
念
致
し
候
。
余
之
儀
に
は
無
之
、
去
る
七
月
於
御
官
邸
御
内
話
に
及
ひ
置
候

様
、
曾
而
御
貸
渡
し
致
候
東
南
之
土
地
、
此
度
境
界
を
旧
形
に
復
し
可
申
と
存

候
。
就
而
は
、
草
樹
植
換
等
之
御
都
合
も
可
有
之
に
付
、
来
春
ま
て
に
御
取
片

付
相
成
候
様
所
願
候
。

猶
、
執
事
え
御
命
し
置
可
被
下
候
。
当
度
縷
々
情
話
を
尽
し
候
心
事
に
不
外

候
。
為
其
。
草
々
不
宣

十
月
廿
九
日

椿
山
荘
主
朋
頓
首
　

青
山
田
中
老
閣
坐
下

﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
宮
内
大
臣
殿
、
袖
展
。
裏
、
緘
、
有
朋
。

山
90

（
明
治
）（

）
年
（

）
月
（

）
日

秋
香
歌
為
曽
祢
書
記
官
長
作

東
籬
香
色
冠
秋
葩
、
培
養
最
難
亦
此
花
、

曽
君
園
裏
多
佳
種
、
苦
心
擁
護
洵
足
誇
」、
マ
マ

品
題
未
上
前
人
譜
、（
南
安
以
後
作
菊
説
者
数
家
）

歌
詠
我
今
欲
為
古
」、
金
盤
玉
毬
粉
鶴

、（
三
種
皆
菊
品
見
花
鏡
）

比
擬
従
来
随
意
評
、
君
独
名
之
不
仮
物
、

命
以
故
園
勝
地
名
」、
指
月
山

．
．
．

臨
花
江
．
．

水
、

荒
苑
添
離
感
旧
址
、
太
古
湾

．
．
．

接
鯉
鱗
橋

．
．
．

、

童
時
遊
嬉
記
甲
子
、
扇
墜
之
瀑

．
．
．
．

雪
灑

、

筆
染
之
川

．
．
．

墨
流
紙
、
螢
火
．
．

照
山．
光
陸
離
、

羽
衣
．
．

飄
野．
影
披
靡
、
晴
暾
射
翠
阿
武
松

．
．
．

、

寒
蟾
浴
波
玉
江
里

．
．
．

、
鶯
谷
牛
荘

．
．
．

暁
烟
凝
、

鶴
台
姥
倉

．
．
．
．

晩
霞
綺
」、
山
河
千
里
尽
秋
色
、

対
花
憶
起
父
母
国
、
欽
君
居
官
常
理
煩
、

余
暇
能
致
栽
培
力
」、
開
筵
賞
鑒
会
良
朋
、

香
影
深
処
酒
如

」、
花
映
杯

秋
方
好
、

夢
裏
三
径
風
霜
老
（
左
傍
杜
園
者
為
菊
名
）

粲
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
張
輔
拝
稿

﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
賢
兄
、
有
朋
、
別
詩
稿
在
中
。

「
含
雪
公
手
簡
巻
之
十
七
」

文
学
部
紀
要
　
第
五
十
六
号

三
六
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以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰

山
91

（
大
正
）（
７
）
年
８
月
23
日

残
炎
難
凌
候
処
、
倍
御
清
適
欣
賀
之
至
に
候
。

扨
、
先
日
は
雲
箋
拝
誦
候
処
、
折
節
俗
事
に
取
紛
れ
今
日
ま
て
疎
情
に
打
過
、

高
恕
是
祈
候
。
近
来
は
頗
る
御
老
健
の
由
敬
賀
不
啻
候
。
誠
に
御
繁
栄
之
吉
報

を
承
り
不
堪
羨
望
候
。
老
生
は
昨
冬
新
椿
山
荘
に
転
居
し
、
今
年
の
誕
辰
日
に

は
知
己
旧
友
の
集
合
も
不
致
、
左
に
一
首
を
及
披
露
候
。

な
か
ら
へ
は
と
こ
ろ
か
へ
て
も
い
は
ひ
て
む
い
く
す
え
み
る
に
時
を
え
ら
ひ

て
御
一
笑
可
被
下
候
。
于
時
出
兵
の
時
機
に
際
し
近
来
未
聞
の
騒
動
を
惹
起
し
、

此
人
心
を
一
新
す
る
に
は
当
局
は
い
か
な
る
処
理
を
可
致
哉
。
帝
国
も
亦
世
界

大
戦
の
渦
中
に
入
な
が
ら
此
状
態
に
立
到
た
る
は
内
外
に
対
し
い
か
に
も
遺
憾

痛
歎
の
至
に
候
。
残
熱
御
自
愛
、
為
国
家
専
祈
の
至
に
候
。
草
々
復

八
月
廿
三
日

函
麓
草
廬
庵
主
朋
　

青
山
田
中
伯
老
台
坐
下

乱
毫
御
推
読
。
執
筆
年
々
困
難
に
立
到
候
也
。

﹇
封
筒
﹈
表
、
静
岡
県
下
岩
淵
別
荘
、
伯
爵
田
中
光
顕
殿
、
親
展
。
裏
、
緘
、

相
州
小
田
原
板
橋
、
山
縣
朋
。

山
92

（
明
治
）（
41
）
年
１
月
28
日

雲
箋
敬
誦
。
弥
御
清
適
遥
賀
の
至
に
候
。

扨
、
詠
草
拝
見
、
如
例
妄
評
相
試
み
、
則
別
詠
草
さ
し
出
し
申
候
。
御
査
収

可
被
下
候
。
妄
評
後
密
封
被
入
披
見
候
処
、
高
詠
四
十
二
之
歌
を
撰
び
申
候
。

四
十
七
之
高
詠
と
孰
れ
を
入
撰
可
致
か
と
考
慮
を
尽
し
た
れ
共
、
真
情
さ
も
あ

る
へ
く
と
前
の
う
た
に
決
し
申
候
。
如
諭
函
麓
者
頗
暖
気
に
て
殆
如
春
日
景
況

に
有
之
候
。
不
便
の
地
も
早
春
旁
来
訪
者
不
絶
、
意
外
之
感
を
生
し
申
候
。
去

な
か
ら
此
節
よ
り
は
煙
水
伴

鴎
可
申
と
相
楽
居
申
候
。
寒
威
御
自
重
、
為
邦

家
所
祈
候
。
草
々
復

一
月
廿
八
日
板
橋

古
稀
庵
主
朋
頓
首
　

青
山
老
伯
閣
下

猶
、
松
寿
院
殿
薨
去
に
就
而
は
沼
津
え
伺
候
可
被
致
事
と
察
候
。
御
往
来
御
出

相
待
申
候
。
草
々

﹇
封
筒
﹈
表
、
東
京
麹
町
区
一
番
町
二
番
地
官
舎
、
田
中
宮
内
大
臣
殿
、
親
展
。

裏
、
緘
、
相
州
小
田
原
板
橋
、
古
稀
庵
主
朋
。

「
含
雪
公
手
簡
巻
のマ
マ

十
八
」

以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰

山
93

明
治
（

）
年
６
月
21
日

入
梅
之
節
一
日
も
快
晴
所
祈
候
。

扨
は
今
朝
或
友
人
よ
り
差
送
候
付

枝
両
三
顆
乍
些
少
送
呈
、
風
味
御
試
可

被
下
候
。
風
枝
露
葉
如
新
採
、
宮
中
華
人
一
破
顔
之
句
、
風
味
淡
泊
に
し
て
詩

句
も
亦
可
味
事
に
候
。
草
々
頓
首

田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
五
）

三
七
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六
月
廿
一
日

含
雪
　

田
中
将
軍
幕
下

﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
少
将
殿
、
内
敬
復
。
裏
、
山
縣
朋
。

山
94

明
治
（

）
年
（

）
月
（

）
日

邦
家
基
存
一
身
基

延
及
万
機
豈
復
疑

誰
知
春
風
花
百
樹

総
原
霜
雪
烈
寒
時

﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
将
軍
幕
下
、

枝
一
包
添
。
裏
、
有
朋
。

山
95

明
治
（

）
年
12
月
24
日

今
日
は
妙
な
事
よ
り
閑
雅
な
る
游
ひ
相
催
候
に
付
、
乍
時
御
来
訪
相
待
居
申

候
。
草
々
頓
首

十
二
月
廿
四
日
夕

含
雪
　

青
山
老
兄

﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
将
軍
殿
、
内
啓
急
。

山
96

明
治
（
27
）
年
12
月
13
日

数
回
之
尊
牘
忝
落
手
。
弥
御
清
康
欣
然
。

扨
、
其
後
満
州
地
方
敵
状
も
さ
し
て
か
は
り
た
る
事
も
無
之
、
海
城
并
に
托

木マ
マ

城
等
に
数
千
之
歩
騎
兵
屯
集
、
頻
り
に
防
禦
策
を
旋
し
候
に
付
、
第
三
師
団

を
以
海
托
両
城
攻
撃
之
命
令
を
下
し
、
過
る
三
日
よ
り
進
軍
。
老
生
も
亦
大
孤

山
を
経
岫
巌
に
向
ひ
出
陣
可
致
含
に
て
、
病
後
未
不
可
跨
と
の
事
故
、
路
を
海

上
に
取
り
進
行
之
途
中
勅
使
に
出
会
帰
朝
可
致
様
御
沙
汰
之
旨
拝
承
。
老
生
終

生
之
遺
憾
此
事
に
候
。
然
れ
と
も
優
渥
な
る
叡
慮
ま
た
奈
何
と
も
難
致
、
殊
に

氷
結
之
期
は
目
前
に
さ
し
迫
り
、
進
止
維
谷
之
地
位
に
陥
り
、
遂
に
攻
守
之
部

署
を
定
め
両
師
団
長
に
訓
令
し
、
去
る
九
日
発
途
、
耳
湖
浦
よ
り
乗
船
、
昨
日

仁
川
港
に
一
泊
、
今
日
抜
錨
、
馬
関
に
向
ひ
可
申
覚
悟
に
候
。
老
生
先
月
初
旬

よ
り
胃
病
に
て
一
時
は
多
少
困
難
致
し
候
得
と
も
、
其
後
追
日
快
方
に
赴
き
今

日
比
は
殆
と
平
常
に
異
な
ら
さ
る
容
体
と
な
り
決
而
御
懸
念
被
下
間
布
候
。
石

坂
軍
医
を
始
諸
老○

家○

大
に
打
驚
き
た
る
趣
に
て
橋
本
国
手
え
の
報
告
其
他
、
軽

か
ら
さ
る
容
体
に
相
聞
、
諸
友
え
も
不
一
形
高
配
を
煩
し
た
る
次
第
は
老
生
の

耳
底
に
は
寸
毫
も
聴
へ
不
申
、
岩
井
国
手
到
着
に
て
委
曲
事
情
伝
承
、
誠
に
面

目
も
無
之
、
其
末
帰
朝
の
命
を
蒙
り
実
に
千
古
之
遺
憾
に
候
。
左
之
一
詩
供
高

覧
候
。

馬
革
裹
屍
素
所
期

出
師
未
半
豈
容
帰

奈
何
天
子
召
還
急

臨
別
陣
頭
涙
満
衣

満
州
在
陣
示
両
師
団
長
　
芽
城
山
人
朋

老
生
之
心
情
御
憐
察
を
願
候
。
先
日
は
令
夫
人
よ
り
御
送
恵
物
難
有
、
殊
に
鯛

味
噌
は
病
中
非
常
な
る
嗜
好
物
と
な
り
、
毎
度
二
宮
生
と
相
話
し
喰マ
マ

事
を
勧
め

文
学
部
紀
要
　
第
五
十
六
号

三
八
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申
候
。
于
時
順
安
よ
り
一
書
呈
進
之
中
に
大
城
戸
某
之
書
簡
を
送
致
候
処
相
届

き
候
や
。
若
未
た
な
ら
は
猶
詮
儀
を
試
み
可
申
と
存
候
。

寒
気
日
々
凛
冽
、
御
自
重
千
金
。
野
邨
、
品
川
、
三
浦
、
三
好
、
滋
野
、
児
玉

其
他
諸
君
え
病
気
に
付
而
之
厚
配
を
謝
し
候
段
御
致
意
可
被
下
候
。
草
々
不
尽

十
二
月
十
三
日
朝
鮮
海
上
に
認

椿
山
荘
主
芽
城
山
人
朋
　

芭
蕉
庵
主
青
山
将
軍
幕
下

猶
、
令
閨
へ
可
然
御
致
声
所
願
候
。
再
白

﹇
封
筒
﹈
表
、
芭
蕉
庵
主
青
山
老
台
、
袖
展
。
裏
、
緘
、
椿
山
荘
主
人
。

山
97

明
治
（

）
年
12
月
２
日

如
何
御
暮
し
被
成
候
也
。
明
日
早
天
自
近
傍
野
外
え
散
歩
旁
速
騎
相
願
度
、

此
程
自
不
気
分
勝
に
て
聊
精
神
陪マ
マ

養
仕
度
覚
悟
に
有
之
候
。
御
都
合
如
何
と
申

試
候
。
草
々
頓
首

十
二
月
二
日

含
雪
　

青
山
老
兄

﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
少
将
殿
、
内
啓
急
。
裏
、
山
県
朋
。

山
98

明
治
（

）
年
12
月
31
日

歳
晩
は
却
而
御
清
閑
と
察
申
候
。
就
而
者
市
街
の
景
況
連
騎
一
見
被
思
召
立
候

て
は
如
何
や
申
試
候
。
草
々
頓
首

十
二
月
尽
日

含
雪
　

青
山
老
兄

﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
少
将
殿
、
内
啓
急
。
裏
、
緘
、
山
県
朋
。

「
含
雪
公
手
簡
巻
之
十
九
」

以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰

山
99

明
治
（
31
）
年
10
月
17
日

秋
気
日
々
相
加
候
処
、
爾
来
御
清
穆
敬
賀
。
伊
国
皇
族
御
引
受
も
無
事
相
済

候
由
、
此
節
は
常
務
に
服
し
候
事
歟
と
察
申
候
。
乍
去
又
天
長
節
観
菊
会
等
に

て
御
多
忙
之
時
機
に
立
到
り
可
申
、
暫
時
之
御
静
間マ
マ

に
て
も
精
神
培
養
の
工
夫

念
頭
に
被
懸
度
是
祈
候
。

扨
　
皇
太
子
殿
下
に
も
無
事
御
着
京
被
為
在
候
処
、
為
差
事
に
は
無
之
候
へ

と
も
御
風
気
に
て
未
御
外
出
無
之
、
昨
日
伺
候
仕
候
処
、
別
段
御
発
熱
も
無
之

に
付
、
明
日
比
に
は
加
茂
社
、
泉
涌
寺
等
え
御
参
詣
可
為
在
と
の
事
に
候
。
于

時
皇
太
子
殿
下
御
昇
進
後
已
に
数
年
を
経
過
せ
し
や
に
相
覚
居
候
。
果
し
て
然

ら
は
天
長
節
に
於
て
少
佐
に
昇
等
可
被
仰
出
時
機
歟
と
存
候
。
勿
論
、
陛
下
思

召
も
可
被
為
在
候
へ
と
も
、
一
両
年
相
立
候
得
は
今
日
之
地
位
に
て
は
御
昇
進

被
為
在
可
然
歟
と
察
申
候
。
甚
突
然
に
候
へ
と
も
鄙
見
及
内
申
候
。
老
閣
に
も

篤
と
熟
慮
之
上
御
上
奏
御
試
み
相
成
て
は
如
何
。
先
は
為
其
草
々
。
餘
事
在
後

鴻
。
時
下
為
君
国
御
自
重
専
祈
之
至
に
候
。
不
宣

十
月
十
七
日
京
都

無
隣
庵
主
朋
頓
首
　

田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
五
）

三
九
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青
山
老
閣
坐
下

﹇
封
筒
１
﹈
表
、
東
京
麹
町
区
壱
番
町
壱
番
地
、
田
中
宮
内
大
臣
殿
、
親
展
。

裏
、
緘
、
京
都
南
禅
寺
前
草
川
、
山
県
朋
。

﹇
封
筒
２
﹈
表
、
青
山
田
中
老
兄
、
内
啓
。
裏
、
緘
。

山
100

明
治
（

）
年
12
月
17
日

朶
雲
落
掌
。
益
御
清
福
万
賀
。

扨
者
、
東
宮
妃
殿
下
御
妊
娠
の
旨
被
仰
聞
深
謝
。
実
に
皇
家
之
御
繁
栄
御
同

慶
之
至
に
奉
存
候
。
曾
而
京
釜
鉄
道
架
設
に
付
帝
室
よ
り
御
持
株
之
事
御
談
合

致
し
置
候
処
、
其
後
御
詮
議
振
如
何
相
運
ひ
居
候
や
。
此
際
多
少
に
不
拘
御
持

株
御
裁
決
相
願
度
候
。
京
釜
一
貫
之
鉄
路
は
両
国
商
業
上
非
常
之
発
達
を
可
期

は
必
然
に
候
。
随
而
将
来
我
国
之
利
益
不
尠
而
已
な
ら
す
政
軍
略
上
に
於
て
も

国
家
安
泰
を
維
持
す
る
効
力
又
不
可
測
知
。
此
一
事
件
は
為
国
家
御
断
行
所
願

候
。
鉄
道
之
性
質
よ
り
論
す
れ
は
新
領
土
と
は
主
義
を
異
に
す
る
も
利
害
は
之

と
同
す
る
もマ
マ

と
判
断
せ
さ
る
可
ら
す
。
就
而
は
一
般
之
奨
励
を
要
す
る
為
十
分

御
尽
力
祈
居
候
。
老
生
避
寒
之
事
に
付
橋
本
国
手
之
勧
告
最
も
至
極
に
候
。
如

貴
諭
大
磯
、
鎌
倉
辺
は
煩
雑
を
極
め
到
底
静
養
の
地
に
は
無
之
実
に
御
同
感
に

候
。
草
盧
寒
威
凛
冽
を
極
め
、
健
康
を
害
す
る
に
到
れ
は
舞
子
辺
に
て
も
転
養

可
致
歟
と
存
候
。

春
畝
首
相
帰
京
の
由
、
議
会
開
設
前
彼
是
多
忙
之
時
期
、
十
分
静
養
も
尽
し

難
き
事
歟
と
病
後
甚
懸
念
致
し
候
。
御
晩
餐
会
後
夜
半
之
華
墨
一
覧
、
老
生
も

亦
思
起
し
神
心
に
徹
候
。
実
に
御
多
忙
而
已
な
ら
す
又
精
神
之
疲
労
い
か
は
か

り
か
と
不
堪
想
察
候
。
先
は
為
其
草
々
。
寒
気
御
自
愛
専
一
に
存
候
。
不
宣

十
二
月
十
七
日
京
都

無
隣
庵
主
朋
頓
首
　

青
山
将
軍
幕
下

猶
、
発
起
人
よ
り
之
書
簡
供
清
覧
候
。
再
白

﹇
封
筒
１
﹈
表
、
東
京
麹
町
区
富
士
見
町
一
丁
目
官
舎
、
田
中
宮
内
大
臣
殿
、

親
展
。
裏
、
緘
、
京
都
無
隣
庵
、
山
県
朋
。

﹇
封
筒
２
﹈
表
、
青
山
老
兄
、
内
啓
。
裏
、
緘
、
有
朋
。

山
101

明
治
（

）
年
７
月
15
日

過
日
来
、
日
夜
御
多
忙
に
候
処
、
昨
今
は
多
少
御
手
透
に
相
成
候
か
と
察
申

候
。
如
何
の
御
都
合
に
有
之
候
や
。
明
晩
明
後
日
に
掛
、
芭
蕉
庵
に
御
静
養
旁

御
来
駕
相
成
可
申
歟
。
孰
之
場
処
に
て
も
可
然
に
付
、
篤
と
御
談
合
致
度
事
件

不
少
、
時
日
御
取
極
め
御
一
報
所
願
候
。
為
其
。
草
々
頓
首

七
月
十
五
日

椿
山
荘
主
朋
　

青
山
老
兄
坐
下

﹇
封
筒
﹈
表
、
麹
町
区
壱
番
町
一
番
地
、
田
中
宮
内
大
臣
殿
、
親
展
。
裏
、
緘
、

小
石
川
区
芽
城
台
、
山
県
朋
。

「
含
雪
公
手
簡
巻
之
二
十
詠
草
入
」

以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰

山
102

明
治
（

）
年
（

）
月
（

）
日

文
学
部
紀
要
　
第
五
十
六
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密
啓
、
兼
而
御
内
話
有
之
候
穂
積
儀
、
今
春
は
枢
密
院
書
記
兼
官
を
辞
候

（
数
年
来
差
留
有
之
候
事
に
候
）。
就
而
は
如
例
兼
任
之
事
此
際
御
決
行
相
成
候

は
ゝ
好
都
合
と
存
候
。
草
々

﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
宮
内
大
臣
殿
、
必
親
展
。
裏
、
緘
、
托
高
崎
氏
、
有
朋
。

山
103

明
治
（

）
年
10
月
９
日

爾
来
倍
御
清
壮
欣
然
。

扨
、
三
好
中
将
も
遂
に
遠
逝
、
遺
憾
之
至
に
候
。
薨
去
之
節
は
彼
是
高
配
を

蒙
候
段
、
野
村
子
よ
り
報
道
有
之
深
謝
。
老
生
は
静
養
中
何
之
助
力
不
致
恐
縮

之
外
無
之
候
。
草
盧
着
後
は
日
々
渓
水
緑
樹
之
間
を
逍
遥
し
養
生
罷
有
。
乍
余

事
存
懐
是
祈
。
併
、
当
夏
以
来
之
耳
疾
于
今
諷
波
理
無
之
、
依
而
先
日
賀
古
国

手
当
地
来
診
、
大
坂
専
門
医
と
談
合
候
処
、
目
下
為
差
事
も
有
之
間
布
と
の
事

に
て
、
依
旧
治
療
を
施
し
居
申
候
。
病
勢
増
加
せ
さ
れ
は
来
春
迄
滞
養
致
し
度

心
算
に
候
。
此
辺
御
含
置
可
被
下
、
尤
他
え
は
何
等
取
極
め
た
る
事
未
不
申
遣

候
。扨

は
都
門
之
光
景
無
事
寧
静
、
為
国
家
大
賀
之
至
に
候
。
先
日
江
州
辺
処
々

に
漫
游
、
永
源
寺
に
到
候
処
、
山
水
風
致
は
小
景
な
か
ら
一
勝
地
に
候
。
左
に
、

山
は
み
な
も
み
ち
の
秋
と
な
り
に
け
り
楓
の
み
か
は
橡
も
桜
も

帰
途
彦
城
一
泊
、
所
得
之
一
絶
、

数
行
過
鷹
落
□
辺
　
舟
入
紅
林
横
昏
烟

賎
岳
叡
峰
秋
一
色
　
琵
琶
湖
上
水
如
天

笑
去
所
願
候
。
比
日
は
交
際
之
時
期
、
内
外
御
多
忙
不
堪
遠
察
候
。
寒
冷
日
々

相
増
御
自
重
為
皇
室
専
祈
之
至
に
候
。
草
々
不
宣

十
月
九
日
京
都

無
隣
庵
主
朋
頓
首
　

青
山
老
閣
坐
下

猶
、
令
閨
え
可
然
御
致
意
可
被
下
。
先
日
者
土
地
之
事
被
仰
越
了
承
。
留
守
可

然
頼
居
候
。
再
白

﹇
封
筒
﹈
表
、
東
京
麹
町
区
富
士
見
町
一
丁
目
官
舎
、
田
中
宮
内
大
臣
殿
、
袖

展
。
裏
、
緘
、
京
都
南
禅
寺
畔
、
山
県
朋
。

山
104

明
治
（

）
年
５
月
26
日

拝
啓
　
近
来
は
来
賓
引
続
、
終
始
御
接
待
等
頗
御
繁
忙
不
堪
恐
察
候
。

扨
、
明
日
高
崎
所
長
賀
宴
御
催
有
之
趣
に
付
、
当
日
之
兼
題
一
首
相
認
め
短

冊
一
葉
さ
し
出
し
申
候
。
老
閣
御
出
席
之
序
を
以
所
長
え
御
渡
被
下
度
相
願
候
。

余
事
期
拝
光
可
申
候
。
草
々
頓
首

五
月
廿
六
日

椿
山
荘
主
朋
　

青
山
田
中
老
閣
坐
下

台
湾
鉄
道
縦
貫
線
全
通
式
を
祝
ひ
て

き
た
み
な
み
か
な
ち
ひ
ら
け
て
西
東
人
も
た
か
ら
も
つ
と
ひ
き
に
け
り

奈
良
原
男
爵
か
台
湾
神
社
に
太
刀
を
納
め
し
と
き
ゝ
て

御
社
に
納
め
し
（
つ
る
）
太
刀
は
つ
か
の
ま
も
君
を
わ
す
れ
ぬ
し
る
し
な
る

ら
む

六
連
島

田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
五
）
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お
も
ふ
と
ち
か
た
り
あ
ひ
つ
ゝ
六
連
島
す
き
ゆ
く
ふ
ね
の
う
ち
そ
た
の
し
き

八
重
島

九
重
の
雲
ゐ
し
つ
け
き
し
る
し
に
や
八
重
の
し
ほ
路
も
波
な
か
る
ら
ん

島
か
け
は
き
の
ふ
も
け
ふ
も
見
え
ぬ
か
な
な
み
の
は
な
の
み
さ
き
み
た
れ

つ
ゝ

片
岡
男
爵
の
病
床
に
あ
る
を
お
も
ひ
て

や
み
ふ
せ
る
都
の
と
も
を
お
も
ふ
か
な
か
り
の
羽
か
け
も
み
え
ぬ
し
ほ
ち
に

台
北
に
て

わ
れ
を
お
く
る
人
の
こ
こ
ろ
や
い
か
な
ら
ん
汽
車
の
け
ふ
り
の
あ
と
見
え
ぬ

ま
て

五
島

を
ち
か
た
に
雲
と
み
え
つ
る
女
男
の
し
ま
わ
か
れ
て
い
ま
は
か
け
た
に
も
な
し

明
治
四
十
一
年
十
月
十
六
日
台
湾
に
赴
か
む
と
せ
し
時
、
故
能
久
親
王

妃
殿
下
よ
り
高
砂
の
島
に
わ
た
ら
は
朝
夕
に
か
は
る
気
候
を
こ
こ
ろ
せ

よ
君
と
い
へ
る
御
歌
を
た
ま
は
り
け
れ
は

わ
す
れ
や
め
秋
き
り
ふ
か
き
海
山
に
こ
こ
ろ
せ
よ
と
の
君
か
言
の
葉

車
上
に
て

秋
の
た
の
み
の
れ
る
け
し
き
み
つ
つ
ゆ
け
は
た
ひ
ち
の
う
さ
も
わ
す
ら
れ
に

け
り

雲
の
か
ゝ
り
て
富
士
の
見
え
さ
り
け
れ
は

ち
き
り
お
き
し
い
も
に
あ
は
さ
る
心
地
せ
り
ふ
し
の
た
か
ね
の
見
え
ぬ
た
ひ

ち
は

山
畑

あ
し
か
ら
の
か
な
ち
に
も
へ
る
山
は
た
に
柿
い
ろ
つ
き
て
そ
は
の
花
さ
く

十
八
日
神
戸
を
出
た
つ
船
中
に
て

夕
日
か
け
う
す
れ
う
す
れ
て
い
ま
は
は
や
須
磨
も
明
石
も
見
え
す
な
り
に
き

京
都
に
て
篠
田
時
化
雄
に

は
し
り
ゆ
く
汽
車
の
た
ひ
ち
の
か
な
し
さ
は
と
は
ん
と
お
も
ふ
人
も
と
は
れ
す

八
島

あ
つ
さ
ゆ
み
や
し
ま
の
お
き
に
い
り
か
ゝ
る
夕
日
の
か
け
の
□
く
も
あ
る
か
な

赤
馬
関
に
て

ま
こ
こ
ろ
の
あ
か
ま
か
せ
き
に
国
の
た
め
た
ゝ
か
ひ
し
よ
を
し
の
ふ
け
ふ
か
な

小
門
と
い
へ
る
所
に
石
田
静
逸
か
草
庵
を
し
つ
ら
ひ
し
に
高
杉
東
行
の

夕
棹
舎
と
名
つ
け
る
こ
と
な
と
お
も
ひ
出
て
ゝ

ほ
こ
と
り
て
名
月
に
棹
さ
し
ゝ
む
か
し
か
た
ら
む
友
も
な
き
か
な

文
字
ヶ
関
に
て
人
に
書
を
こ
は
れ
け
れ
は
か
き
て

き
み
か
た
め
い
ま
か
き
な
か
す
水
茎
の
あ
と
な
と
ゝ
め
そ
文
字
か
関
守

釣
魚

い
ろ
く
つ
は
つ
る
も
つ
ら
す
も
お
も
し
ろ
し
あ
か
ぬ
け
し
き
に
船
を
う
か
へ
て

え
し
う
を
は
ち
い
さ
け
れ
と
も
こ
ゑ
の
み
は
お
と
ろ
く
は
か
り
大
き
か
り
け

り

響
の
灘

う
つ
な
み
の
お
と
は
し
つ
か
に
き
こ
え
け
り
ひ
ゝ
き
の
な
た
と
名
に
は
た
て

れ
と

三
十
六
湾

め
に
あ
か
ぬ
け
し
き
な
か
め
て
三
十
あ
ま
り
六
の
う
ら
わ
を
け
ふ
す
き
に
け
り

文
学
部
紀
要
　
第
五
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沖
の
島

ま
す
ら
を
の
つ
ゆ
の
い
の
ち
を
沖
の
島
波
と
く
た
け
し
こ
と
の
か
な
し
き

（
さ
）

う
ち
よ
せ
て
つ
ひ
に
か
へ
ら
ぬ
仇
波
に
た
も
と
を
し
ほ
る
沖
の
し
ま
山

馬
関
に
て

す
る
す
み
の
い
ろ
よ
り
く
ろ
く
見
ゆ
る
か
な
硯
の
う
み
に
た
て
る
け
ふ
り
は

﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
青
山
老
閣
、
親
展
。
裏
、
緘
、
短
冊
相
添
、
有
朋
。

田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
五
）

四
三
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